






















































































































の体験した夢の “理想郷 ”について、私たちは次に注目する。  
その思い出を、犬養自身、 “白樺派の理想 ”と呼んだ。  













































































































































































































































































































































犬養は『こころの座標軸』に収録されたエッセイ（ 2005 年 11 月付）の中で、聖
書と歩んだ日々のうちにも「信仰に疑問を抱いた時期もありました」と言明して





である」が自分から消え去ることはなかったこと）を述懐している。 *30  
先に述べた犬養の執筆史に照らし合わせて、この彼女の「信仰」「教会」から遠




















































































































等など。 *36  
しかし犬養の心には種が植えつけられていた。そして、その同じ種は、さらに時
早く、 普遍















































































































































































































































































































































































































































のための “聖書神学 ”の試み、あるいは生きとし生けるものを包み込む 「普遍史」
ユニバーサルヒストリイ
































































犬養は本書で “ヨハネ ”に与えられた啓示（ヨハネの福音書、書簡）に沈潜する。  
 
















































す」と (1： 4)。なぜ喜ぶ？犬養はヨハネに声を合わせて言う。「神は愛」 (4： 8)だ
から。これこそ福音。だから神のことばは人となったのだ。  








の家に連れ帰るため」である (14： 3)。「わたしがその道である」、と (14： 6)。  
そして弟子たちに命じた。「あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合え」
「わたしが人を愛したように、人も愛せよ」「それによってわたしの弟子である


































































































































































































































































カ ト リ ク
教会が神の創
造による世界を旅する時、その神に創られた世界のすべて、万人と対話する。普





教会が革命的でないと非難する」 *69 と犬養は指摘する。  
そして、まことのカトリシズムの社会性とはどのようなものか、と問う。  
時にカトリク信徒（キリスト教徒）は「世から逃避して」「信心にとじこもる」































たのだ。 *71  
「たとえばブラジルの、でんと居坐って動かないかに一見、見える社会構造・経
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